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可搬形発電機整備技術者資格制度に関する規程細則 

 

制定 1984年 11月 30日 

全部改訂 2021年 4月 1日 

改訂 2022年 4月 1日 

 

（目的） 

第１条 可搬形発電機整備技術者資格制度に関する手続き、講習要領、試験要領、資格認定手数料

等については、可搬形発電機整備技術者資格制度に関する規程（以下、規程という）の定めによ

るほか、運用に関して必要な事項は、規程第 17 条により規程細則（以下、細則という）による。 

 

（適用の範囲） 

第２条 この細則は、一般社団法人 日本建設機械レンタル協会(以下、本協会という) の定める移

動電源等の用に供する可搬形発電機の整備、管理業務に従事する可搬形発電機整備技術者（以下、

可発整備技術者という）に資格を認定交付するための手続き等について定める。 

 

（講習受講・試験受験の手続き） 

第３条  規程第 3 条（講習及び試験）により、可発整備技術者の資格認定を得ようとする者は、本

協会が実施する e ラーニングによる講習受講及び会場型 CBT 試験を受験しなければならない。 

２ 可発整備技術者の資格認定を得ようとする者は、本協会が定める受講受験申込み申請期間内に、

資格試験ホームページから申請手続きを行うものとする。 

３ 本条に定める申請手続きに関し、下記の項目は原則として自己申告によるものとし、誓約書の

提出をもって申請を受理するものとする。万が一、申請、申告内容に虚偽があった場合には、規

程第 12 条 2 項により受講資格、受験資格、試験合格後認定された資格の一切をはく奪するもの

とする。 

   (1) 申請者の氏名、現住所の申告 

(2)  申請時の所属会社等の申告 

(3) 最終学歴の申告 

(4)  受講・受験申請時の実務経歴の申告 

(5) 所属会社等の本協会会員区分の申告 

 

（講習受講及び試験受験資格の基準） 

第４条  規程第 4 条（受講及び受験資格）に定める受講及び受験資格の基準は、次のとおりとする。 

(1）受講受験基準 

可搬形発電機に関する業務に従事する者であって、可搬形発電機の保守・点検・整備・管

理を行っている者で、かつ、次の条件に該当する者とする。 

  (2) 受講受験資格の条件 

学歴もしくは保守・整備に関連する資格に必要な別表 1 に示す実務経験年数を有する者と

する。 
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（申請者に対する通知・テキストの送付） 

第５条  細則第 3 条（講習受講・試験受験の手続き）第 2 項の申請があったときは、本協会は申請

内容を審査し、承認した者に、電子メールをもって通知し、e ラーニング受講、及び試験受験に

際しての認証 ID、パスワードを付与するものとする。 

２ 講習テキストの送付は、手数料の支払い後、郵送により実施する。再送が必要となった場合に

は別途負担により送付可能とする。 

３ e ラーニングによる受講は、申請料の決済完了後 10日後に可能とする。 

 

（講習の受講） 

第６条 前条により承認を受けた者（以下、受講者という）は、指定の受講期間内に本協会が実施

する e ラーニングによる講習を受講し、適正に修了しなければならない。 

２ 講習の修了は別表 2にある学科ごとにそれぞれ修了し、かつ全学科を修了しなければならない。 

３ 規程第 6 条（講習）による講習内容、及び学科ごとの修了テストの問題数、合格点数の基準等

は別表 2 によるものとする。 

 

（試験の受験） 

第７条 受講者は、e ラーニングによる講習の修了後、本協会の定めるところにより、指定の期間

内に会場型 CBT 試験を受験することができる。 

２ 受験者は、受験予定となる日時及び会場を指定し、試験の申請をしなければならない。申請後、

受講者の都合による受験日時及び会場の変更は指定の期間内であれば可能である。 

３ 受験者は、試験が不合格となった場合、本協会の定めるところにより、指定された受講期間内

であれば、手数料を支払うことで、1 回のみ再受験することができる。 

 

（試験の実施） 

第８条 試験の内容は、別表 3 によるものとする。 

２ 試験問題は、本協会が編集した「可搬形発電機整備技術者テキスト」（以下テキストという）に

基づいて作成された e ラーニング講習で出題した修了テスト問題から別表 3 のとおり出題され

る。 

３ 試験においては、テキストを用いることを禁止し、筆記用具（ペンまたは鉛筆、消しゴム）以

外の持参は認められない。 

 

（試験の採点及び合格点） 

第９条 試験結果の採点は、本協会が委託した試験機関が代行するものとし、本協会はその結果を

承認する。 

２ 合格は、別表 3 によるものとする。 

３ 前項の試験結果は、受験終了後直ちに合否を当該受験者に通知する。 

 

（資格証等の交付） 

第１０条  本協会会長（以下、「会長」という）は、前条により合格した者に対して、可搬形発電機

整備技術者資格証（以下、資格証という）を交付し、資格を付与する。 

２ 資格証とは別に、可発整備技術者である事を掲示できる合格証を併せて発行するものとする。 

３ 合格した者は合格日以降、点検業務を実施して良いものとする。 
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（資格証の記載事項等） 

第１１条 前条の資格証に記載する事項は次のとおりとする。 

                   

(1) 資格証番号 

(2) 氏名 

(3) 生年月日 

(4) 交付年月日 

(5) 有効年月日 

 

２ 前項の各号に掲げる資格証の記載事項に変更が生じた場合は、WEB 上のマイページから記載

事項の変更をしなければならない。 

 

（資格証の再交付） 

第１２条 資格証を汚損し若しくは紛失し、再交付を受けようとする者は、当協会ホームページよ

り可搬形発電機整備技術者資格証再交付申請を行い、再交付を受けることができる。 

 

（資格の更新） 

第１３条  規程第 11 条（資格の更新）により資格の更新を受けようとする者は、期間内に本協会

が実施する e ラーニングによる更新講習を修了しなければならない。 

 

（資格の更新手続） 

第１４条  細則第 13 条（資格の更新）により資格の更新を行う者は、本協会が定める更新申請期

間内に、更新申請をしなければならない。 

２ 本協会は、更新対象者に資格証の有効期限が近いことを知らせる電子メールを送付するもの

とする。また、書類等の送付先は、登録されている現住所宛とする。 

３ 更新を行うものは、本協会ホームページから更新申請を行うものとする。本協会は受付が完

了し、更新対象者であることの確認後、更新講習に必要な ID とパスワードを付与するものとす

る。 

 

（更新講習） 

第１５条 更新講習は、更新用テキストによる学習と e ラーニングによる更新講習とし、講習有効

期間内に修了テストを完了させ、合格する事をもって更新するものとする。 

２ 更新講習の修了は、別表 4 によるものとする。 

３ 更新講習を受講する者は、期間内に自身のマイページから「定期点検検査動画マニュアル」を

視聴することを必須とする。 

 

（手数料） 

第１６条 規程第 15 条（手数料）に関する手数料は、別表 5 に示すものとし、本協会に納付しな

ければならない。 

２ 手数料は、天災などの不可抗力等の正当な理由があると協会が認めた場合を除き、認定取得の

成否にかかわらず返金はしない。 

３ 手数料の改廃は、可発部会が教育研修委員会に諮問をなし、本協会理事会の議を経て会長が行

う。 
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（細則の改廃） 

第１７条 この細則の改廃は、可発部会が教育研修委員会に諮問をなし、本協会理事会の議を経て

会長が行う。 

附 則 

この細則は、2021 年 4 月 1 日から施行する。 

 

附 則 

この細則は、2022 年 4 月 1 日から施行する。 

 

附 則 

この細則は、2023 年 10 月 14 日から施行する。 

 

附 則 

この細則は、2024 年 1 月 24 日から施行する。 
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別表１

規程細則第４条２項に示す受講受験資格の条件は以下の通りである。

学歴を受験資格とする場合の実務経験年数

技能資格等を受験資格とする場合の実務経験年数

3
2

大学

短期大学

高等専門学校(5年制)

高等学校

中学校

受講・受験申請時の

実務経験年数(年以上)

建設機械整備技能士

電気主任技術者

自動車整備士（二輪自動車、自動車シャシ

を除く）

1

受講・受験申請時の

実務経験年数(年以上)

右欄以外
機械工学系

電気工学系
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別表２

規程細則第６条２項、3項に示すｅラーニングによる講習の内容等は以下の通りである。

１． 講習内容

(1)  可発の取扱いに必要な電気の基礎、原動機、交流発電機、

     励磁装置、付属装置等の主要構成部品並びに材料に関する知識。

(2)  分解組み立て要領、保守、点検、整備作業並びに機器の取扱い方。

(3)  発電機の性能、故障と対策、測定機器の取り扱い方。

(4)  電気事業法及び可発に関するその他の関係諸法規

２． 講習学科と終了テスト問題数(規程第6条による)

３． 合格点数

全てのカテゴリーで90％以上。

合計（問） 200

9 整備③ 25

10 法令 10

7 整備① 20

8 整備② 16

20

5 保守・点検① 16

6 保守・点検② 22

4 原動機②

カテゴリー カテゴリ―名称 新規eラーニング出題数

1 電気の知識① 31

2 電気の知識② 20

3 原動機① 20
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別表３

規程細則第８条、第９条に示す試験の実施等は以下の通りである。

試験問題の調査、選定、作成は、可発部会テキスト作問分科会にて行う。

合格点数

その他

項 目

試験時間

出 題

試験の実施内容

1時間（60分）で実施する。途中退席は30分後から可能である。

ｅラーニングによる修了テスト問題200問から50問を

抽出して出題する。試験の方法は三肢択一方式とする。

正答率70％以上（50問中35問以上正解）を合格とする。

新規テキスト 新規受講者には、可搬形発電機整備技術者テキストを送付する。
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別表４

規程細則第15条に示す更新講習の実施等は以下の通りである。

更新講習 ｅラーニングによる講習とし、50問が出題される。

項目 更新講習の内容

更新テキスト 更新受講者には可搬形発電機整備技術者テキストを送付する。

講習の修了
出題された50問の下表のカテゴリー毎の正答率が

全てのカテゴリーで100％でなければならない。

その他
受講者は指定された期間内に繰り返し学習でき、

修了テストも期間内に合格できるまで受ける事ができる。

カテゴリー カテゴリ―名称 更新eラーニング出題数

1 電気の知識 12

2 原動機 3

3 接地工事 10

4 保守・点検 10

合計（問） 50

5 整備 10

6 法令 5
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別表5

規程細則第16条による手数料については以下の通りである。

1. 受験・受講手数料（円、消費税込み）

2. 資格証再交付手数料（消費税込み） 再交付1回につき　3,850円

3. 帳票ステッカー類（円、消費税込み）

単  価

４４０

22,000

更新 16,500 16,500

期間内にＣＢＴ再受験1回のみ

テキスト、ｅラーニング講習

再受験 11,000

会 員 区 分

会員 非会員

新規 33,000 66,000

費用に含まれるもの

テキスト、ｅラーニング講習、ＣＢＴ受験

６６０

６６０

定期点検済証票

定期点検記録表（A）

（月例・年次点検）

定期点検記録表（B）

（負荷特性試験・漏電遮断器検査）


